京都南部
	５） 東ブロック


＜2005年度東ブロック宣教計画＞

（1） 短期計画

①「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の改善に向けて

２００４年度短期計画を進める中で作成した「東ブロック規約」を基にして、東ブロック会議の実際の運営に即しているかどうかの再検討を行う。同時に、ブロック会議そのものの在り方を常に問いかけてゆく。特に、司祭団と信徒との連携、議事録の検討、小教区とブロックとの繋がりについて、を課題とする。

②「聖体の年」にふさわしい取り組みを検討する

　「聖体」という基本的な感謝の人生について考える

（2） 長期計画

①　信徒の信仰教育プログラムの取り組み、特に子どもと青年への信仰教育

将来の教会を担う世代を育成する生活を営むことは必須であり、急務である。信仰教育プログラムとしては、常に第2バチカン公会議の精神と、京都教区の示す方向性を確認しつつ進める必要がある。

2 福音宣教する教会

(1) 教会に来ることができなくなった人たちを顧みるための方策について話し合う必要がある。

(2) 未信者への積極的な対応が必要であり、信者数を増やす努力も同時に必要である。

